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地域支え合い瀬峰地区推進会議
（第２層協議体）の設立

～つながることで見えてきたもの～

瀬峰地区生活支援コーディネーター

佐 藤 早 苗

【瀬峰地区】

＜準 備 会 議＞
日時：平成３０年10月10日(水）午後2時

会場：瀬峰保健センター

＜第１回栗原市地域支え合い

瀬峰地区推進会議開催＞
日時：平成３０年10月30日（火）午後2時

会場：瀬峰保健センター

第2層協議体の設立

「地域が元気になるための話し合いの場」がついに始動
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瀬峰地区推進会議構成員
①社福）栗原市社会福祉協議会瀬峰支部

②社福）白珠会 特別養護老人ホーム白鳥苑

③瀬峰高清水地域在宅介護支援事業連絡協議会

④瀬峰郵便局 ⑤瀬峰地区行政区長会

⑥瀬峰地区民生委員児童委員協議会 ⑦地区社会福祉協議会
⑧瀬峰地区婦人会 ⑨築館警察署瀬峰駐在所
⑩栗っこ農業協同組合瀬峰支店

⑪瀬峰地区老人クラブ連合会

⑫瀬峰地区ボランティア連絡協議会

⑬瀬峰・高清水地域包括支援センター

⑭栗原南部商工会瀬峰支所 ⑮医療法人仁泉会（H31事業開始予定）

「15団体17名が、地域づくりの為につながる」

【設立までの経緯】

① 瀬峰支部の承諾を得た上で、4回の支部会議を実施。主に、

構成員の選出について協力いただく

②生活支援コーデイネーターが各団体に趣旨説明に伺う。何

度か説明に伺うなど丁寧な説明を心がける

③支部委員の同行により、これまで関係性が薄かった団体に

つながりができ、説明がスムーズに進んだ。

④15団体すべてから「地域のお役に立てることであれば協力し

ます」「自分達のことですからね」など快諾をいただく。
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話し合いの場 ＝ 自由に発言しやすい場
（ワイワイ ガヤガヤ）

グループ形式やコーヒータイムで雑談できる時間を設けるなど、
構成員同士の距離感を縮め、話しやすい雰囲気づくりを工夫

構成員より最初に出た意見・・・
「まずは、自分達の地域を知ることから始めてみたい」

瀬峰地区の高齢化率などに特化した瀬峰の現状から情報共有を
図ることに決定

瀬峰地区の現状 ①

【栗原市の高齢化率】 38.2％

【瀬峰の高齢化率】 37.2％ （市内７番目）
（栗原市は、県内で５番目に高い高齢化率）

【主な介護者の年齢】

・６０代（42.4％） ・５０代（21.9％） ・７０代以上（26.3％）

瀬峰地区在宅高齢者の推移（一人暮らし世帯）

平成 25 年.
３月末

平成 26 年.
３月末

前年度比
平成 27 年.

３月末
前年度比

平成 28 年.
３月末

前年度比
平成 29 年.

３月末
前年度比

158 170 12 177 7 196 19 208 12

高清水地区在宅高齢者の推移（一人暮らし世帯）

平成 25 年.
３月末

平成 26 年.
３月末

前年度比
平成 27 年.

３月末
前年度比

平成 28 年.
３月末

前年度比
平成 29 年.

３月末
前年度比

120 146 26 155 9 155 0 161 6

データ提供：瀬峰・高清水地域包括支援センター
（平成３０年９月末現在）
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瀬峰地区の現状②

現在の瀬峰地区
• 瀬峰駅利用者の減少により、運

行本数や職員が削減となった

瀬駅前通りにあった商店や旅館
が次々にシャッターを下ろした。

• ２年程前に、長年住民から親しま
れてきたスーパーが閉店したこと
で、買い物難民がさらに増加した

• 宮城県立循環器・呼吸器病セン
ターが栗原中央病院に移管され、
医療面における住民の不安

昭和40年代頃の瀬峰地区

市内で唯一、東北本線の駅が
あり通勤・通学など多くの人々が
利用していた

駅前通りには、旅館や商店など
が立ち並び、にぎわいがあった

夏には駅前通りに大きな七夕
飾りが飾られ、帰省客など多くの
見物客を楽しませていた

• 旧宮城県立瀬峰病院があり、
住民の暮らしを支えてくれる中
核的な医療機関であった

このような厳しい現状

『 で も・・・！』

瀬峰には、住民主体の活動がたくさんあり、自然な
支え合い・助け合いがしっかりと根付いていました

ほとんどの行政区で、長年継続されている、お茶っこ
会（ミニデーサービス事業）についてほんの一部です
が、ご紹介します。

36



『住み慣れた地域で

いつまでも自分らしく

暮らしていくために』

健康教室（野沢） あすか（泉谷）
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すずらん会（上富）

たんぽぽ会（新田沢）

楽笑会（宮小路原）

ひまわり会（下田）

すみれ会（瀬嶺）

いきいきサークル（小深沢）
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【つながることで見えてきたもの】
①地域にしっかりと根付いている支え合いや助け合い

②地域が抱える悩みやスタッフの苦労

③「もっと地域の皆さんとお宝を発見したい！」という

コーディネーターとしての気持ちの変化

④地域のリーダー、第２層協議体の存在

【まとめ】
• 長年、社協が、地域福祉活動推進の基盤づくりのため、

地域の皆さんと共に歩んできたことが、今、大きな強みと
なっています

• 住民の皆さんや協議体の皆さんと一緒に
「ワイワイ・ガヤガヤ」と話し合いをする中で、
地域の様々な情報を共有し、 私自身、一歩ずつでは
ありますが、成長させて もらえていると感じています

～ご清聴ありがとうございました～

39


	（当日資料）
	空白ページ
	空白ページ

	（当日資料）
	（当日資料）
	空白ページ
	空白ページ


	空白ページ
	空白ページ
	（当日資料）
	（当日資料）
	空白ページ
	空白ページ

	（当日資料）
	（当日資料）
	空白ページ
	空白ページ






